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連合岩手2024年 新春旗開きのお知らせ

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　連合岩手は、10 月 25 日ʢ水ʣサンセール੝Ԭにおいて第 36 回定期大会を開催しました。
　大会議長ஂに自動ं総連・۽୩݈代議員、高ڭ組・∁ٱًڮ代議員を選出した後、ࣥ行෦を代表してࠤ々
໦लࢢ会長があいさつ、「連合岩手がめざす、働くことを軸とする安心社会の実現のためには、平和 ･ 人
権 ･ 民主主義を基盤にした労働運動の展開とともに、労働者 ･ 生活者の立場に立った政策制度実現のため
の政治的活動を連合運動の両輪として進めていかねばなりません。働くことへの価値を高め、労働者 ･ 生
活者の福祉向上をめざした政治を作っていかねばなりませんし、女性の政治参画を高めることは最重要課
題であると認識しています。働く者、生活者の立場に立つ政治勢力の結集をともにめざして参りましょう。」
とૌえました。
　また、来ෂとして、連合本෦・ 北໺ᚸ一෭事務ہ長、ୡ増୓໵岩手県஌事、内ؘໜ੝Ԭࢢ長ʢ代ཧɿ੺
。をいただきましたࡰ会長からごѫ޾෭会長、退職者連合・ືዳل金ా一จ・ڠ労働෦長ʣ、労福޻ᅳ඙঎ࡔ
　報ࠂ・議事では、2023 年度活動報ࠂ౳に続いて、第 1 ߸議Ҋ 2023 春季生活闘争౳のまとめ、第 2 ߸議
Ҋ 2024 ʙ 2025 年度運動方針౳がすべてঝ認されました。
　役員改選では、ҏ౻༟一会長をはじめとする新役員を選出し、退任役員ѫࡰ、大会アϐール、大会スロ
ーガンが࠾୒され、ҏ౻新会長による力強いஂ結ガンόロウで大会をดじました。

～仲間の輪を広げ　安心社会をめざす～

社会を新たなステージへ、ともに歩もう、ともに変えよう

議Ҋに対し 6 名の方からࢍ成の立場で補強する意見がड़べられました。
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第 36 回定期大会の役員改選で 8 名の方々が退任されました。これまでの連合活動へのご尽力に感謝いたします。

　記録的な猛暑・酷暑に見舞われた夏を越え、季節の移
り変わりが感じられるようになりました。新型コロナウイル
スの感染拡大から 4 年、依然として感染への対策は不可
欠ですが、感染症法上の五類移行により、私たちの生活
も徐々に活動的になっています。世界的なパンデミックによ
り、これまでの常識から大きく転換した対応を求められて
きましたが、やはり対面に勝るものは無く、情報機器の活
用はあくまでも補完するものというのが、多くの皆さんの
認識ではないでしょうか。
　そういった中、私たち連合岩手は、第 36 回定期大会を
開催し、2024・2025 年度の運動方針とともに、新たな体
制を確立しました。
　まず第 1 に、賃金関係です。今年の春闘は、中央での
賃上げに向けた動きとして、8 年ぶりの「政労使会議」の
開催や、政界 ･ 財界からの賃上げ誘導発言、大手企業の
春闘初期での満額回答などが後押しとなり、各労働組合
での粘り強い交渉の結果、約 30 年ぶりとなる高い水準で
の妥結結果を生むこととなりました。しかし、社会情勢は
長引く物価高と、燃料費の高騰、生産現場では原材料費
の高騰が続き、賃上げの効果が表れているとは言えませ
ん。連合がめざした、人への投資による経済の好循環を
生むための、最初の原動力とはなり得ていません。
　10 月 4 日に施行となった、岩手県の地域別最低賃金は、
残念ながら全国で最下位の 893 円となりました。時給 893
円で、岩手の平均年間総実労働時間から年収を計算する
と、単純計算で 161 万 9 千円程度。割り増しや各種手当
を含まない数字ですが、まさに最低の賃金といわざるを得
ません。中央審議会が賃上げに向けた機運を醸成するメ
ッセージを発しているにもかかわらず、岩手における使用
者側 ･ 公益側委員と私たち、および他県との認識の違い
の大きさには愕然とします。しかし、マイナス面ばかり強
調しているわけにはいきません。岩手の賃金が伸び悩んで
いる要因の一つに、県内企業に占める中小企業の数が圧
倒的に多く、大手の下請けで企業間の取引に公平さが欠
けていたり、労務費を含む様 な々コストを価格転嫁できな
いという状況が生まれています。連合は、全国の地方連合
会に呼びかけ、価格転嫁をすすめ、経済活動を活性化さ
せる取り組みを推進してきました。岩手では 7 月に、県が
主導し、使用者側 ･ 労働者側・行政の 3 者の合意により、
東北では 4 番目となる共同宣言が実現しました。今後は、
企業間の公正な取引と価格転嫁の実効性を高め、サプラ
イチェーン全体で生み出した付加価値の適正な分配を拡大
する取り組みを強化していかねばなりません。
　県立大学で行った連合岩手による寄付講座では、最低

賃金に関する質問が例年に比べ格段に多く、合わせて労
働組合の存在が重要であるという意見が多く寄せられまし
た。近い将来就労する若者にとって、希望の持てる雇用
環境を整えていくことが私たち労働組合に求められている
重要な役割であると認識します。
　第 2 に、格差是正・ジェンダー関連についてです。私た
ち労働組合の運動の大きな柱の一つに、格差是正があり
ます。地域間 ･ 企業規模間 ･雇用形態間 ･ 男女間 ･ 障害
のあるなし･ 最近では産業別など、ほぼ全ての場面で格差
があると言える状況にあります。中でも男女間の格差は様々
な格差があり、その影響は大き過ぎます。連合岩手が毎
年調査している賃金実態調査にも、勤務実態の違いはあ
るものの、ほぼ全ての産業･ 年代において男性と女性の賃
金･ 年収には明らかな差が生じています。勤務実態の違い
とは、例えば出産育児による休職や退職があり、職場復
帰するにしても育児や介護の関係で臨時的雇用・非常勤雇
用など、様 な々形態があり、そのことが賃金の格差やキャ
リアの差として表れてしまうという現実があります。
　第 3 に、平和の問題があります。私たちが労働運動に
取り組み、労働者 ･ 生活者としての権利を主張できるのは、
基本的な人権が認められる、平和な社会という基盤があ
ってこそになります。今、世界ではロシアによるウクライナ
侵攻、パレスチナとイスラエルの戦闘状態が大きく取り沙
汰されていますが、アフガニスタンやシリア、ミャンマーな
ど多くの国・地域で紛争が続いています。国の指導者の
判断一つで、多くの国民が被災し、難民となる状況が何
度繰り返されていることでしょうか。多くの若者が戦闘員と
して駆り出され、子どもたちは不安と恐怖におそわれる毎
日が続いています。多くの人たちの、かけがえのない可能性、
尊い人権が奪われています。たとえ、紛争が収まったとし
ても、そこに残るのは悲しみと憎悪のみ。一刻も早く平和
な世界を取り戻すことが必要で、その責任は、当事国はも
とより、国際社会を構成する全ての国にあり、平和を維持
するための責任と自覚をもって、働きかける必要があります。
私たち労働組合にも、組合としてできる取り組みがあるは
ずです。
　最後に、連合岩手がめざす、働くことを軸とする安心社
会の実現のためには、平和 ･人権 ･民主主義を基盤にし
た労働運動の展開とともに、労働者 ･ 生活者の立場に立
った政策制度実現のための政治的活動を、連合運動の両
輪として進めていかねばなりません。私たちがこれから迎
える時代は、これまで経験したことのない人口減少や、め
まぐるしい技術革新があり、個人の価値観も広がり、世
界情勢も混沌とし、多様性をいかに認め合うかが問われ
る時代となっています。こうした時代だからこそ、働くこと
への価値を高め、労働者 ･ 生活者の福祉向上をめざした
政治を作っていかねばなりませんし、女性の政治参画を高
めることは最重要な課題であると認識しています。働く者、
生活者の立場に立つ政治勢力の結集をともにめざして参り
ましょう。

会長　伊藤　裕一

新会長就任あいさつ
役 職 名 氏 名 構 成 組 織
会 長 伊　藤　裕　一 自 治 労 新
副 会 長 佐々木　　　正 Ｊ Ａ Ｍ 再

同 山　岸　伸　行 運 輸 労 連 再
同 佐　藤　茂　生 電 力 総 連 再
同 藤　本　　　誠 情 報 労 連 再
同 豊　嶋　昌　勝 自 動 車 総 連 再
同 山　田　清　秋 ＵＡゼンセン 再
同 佐　藤　　　工 岩 教 組 再
同 村　上　智加子 高 教 組 新
同 熊　谷　洋　一 Ｊ Ｐ 労 組 新
同 松　田　征　大 フ ー ド 連 合 新

事 務 局 長 鈴　木　　　圭 電 力 総 連 再
副事務局長 佐々木　正　人 ＵＡゼンセン 再

役 職 名 氏 　 　 　 名 部門連絡会（構成組織）
特別執行委員 鳥　居　さゆみ 金属（自動車総連）
特別執行委員 藤　井　美智子 金属（自動車総連）
特別執行委員 島　陰　光　絵 繊維食品一般（ＵＡゼンセン）

役 職 名 氏 名 地 域 協 議 会
特別執行委員 村　上　　　純 花巻北上地協（連合岩手）
特別執行委員 髙　橋　清　明 胆江地協（連合岩手）
特別執行委員 野　村　　　勉 一関地協（電機連合）
特別執行委員 紺　野　千鶴子 気仙地協（連合岩手）

役 職 名 氏 名 構 成 組 織
オ ル ガ ナ イ ザ ー 村　上　貴　亮 ＵＡゼンセン

役 職 名 氏 　 　 名 構 成 組 織 在　任　期　間

会 長 佐々木　秀　市 高 教 組 2021 年   ６月～ 2023 年 10 月
（副会長 2020年4月～2021年6月）

副 会 長 髙　木　　　晋 Ｊ Ｐ 労 組 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
副 会 長 芳　賀　正　喜 フ ー ド 連 合 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
副事務局長 小　菅　孝　広 自 動 車 総 連 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
会 計 監 査 舟　野　彰　仁 労 金 労 組 2020 年 11 月～ 2023 年 10 月
会 計 監 査 高　島　光　洋 労 済 労 組 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月

役 職 名 氏 名 構 成 組 織
副事務局長 今　野　善　文 自 治 労 再
執 行 委 員 岡　田　直　樹 電 機 連 合 再

同 浅　沼　宏　優 Ｊ Ｒ 総 連 再
同 大　坪　勝　利 私鉄複合産別労連 再
同 佐　藤　　　翔 基 幹 労 連 再
同 大　坪　　　誠 国 公 総 連 再
同 古　坐　和　幸 Ｊ Ｅ Ｃ 連 合 再
同 工　藤　和　男 交 通 労 連 再
同 日　蔭　丈　朗 自 治 労 新
同 松　田　素　子 女 性 委 員 会 再
同 佐々木　智　香 青 年 委 員 会 再

会 計 監 査 小　山　信　吾 全 国 ガ ス 再
同 菅　野　遼　亮 労 金 労 組 新

役 職 名 氏 　 　 　 名 部門連絡会（構成組織）
特別執行委員 小　岩　久美子 交通運輸（私鉄複合産別労連）
特別執行委員 酒　井　裕　美 情報流通サービス（情報労連）
特別執行委員 加賀谷　真紀子 官公（高教組）

役 職 名 氏 名 地 域 協 議 会
特別執行委員 菊　池　利　行 釜石・遠野地協（連合岩手）
特別執行委員 伊　東　喜　幸 宮古地協（連合岩手）
特別執行委員 坂　本　敏　美 県北地協（UA ゼンセン）

注）オルガナイザー…連合岩手の組織拡大の業務を専任で行う者
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用など、様 な々形態があり、そのことが賃金の格差やキャ
リアの差として表れてしまうという現実があります。
　第 3 に、平和の問題があります。私たちが労働運動に
取り組み、労働者 ･ 生活者としての権利を主張できるのは、
基本的な人権が認められる、平和な社会という基盤があ
ってこそになります。今、世界ではロシアによるウクライナ
侵攻、パレスチナとイスラエルの戦闘状態が大きく取り沙
汰されていますが、アフガニスタンやシリア、ミャンマーな
ど多くの国・地域で紛争が続いています。国の指導者の
判断一つで、多くの国民が被災し、難民となる状況が何
度繰り返されていることでしょうか。多くの若者が戦闘員と
して駆り出され、子どもたちは不安と恐怖におそわれる毎
日が続いています。多くの人たちの、かけがえのない可能性、
尊い人権が奪われています。たとえ、紛争が収まったとし
ても、そこに残るのは悲しみと憎悪のみ。一刻も早く平和
な世界を取り戻すことが必要で、その責任は、当事国はも
とより、国際社会を構成する全ての国にあり、平和を維持
するための責任と自覚をもって、働きかける必要があります。
私たち労働組合にも、組合としてできる取り組みがあるは
ずです。
　最後に、連合岩手がめざす、働くことを軸とする安心社
会の実現のためには、平和 ･人権 ･民主主義を基盤にし
た労働運動の展開とともに、労働者 ･ 生活者の立場に立
った政策制度実現のための政治的活動を、連合運動の両
輪として進めていかねばなりません。私たちがこれから迎
える時代は、これまで経験したことのない人口減少や、め
まぐるしい技術革新があり、個人の価値観も広がり、世
界情勢も混沌とし、多様性をいかに認め合うかが問われ
る時代となっています。こうした時代だからこそ、働くこと
への価値を高め、労働者 ･ 生活者の福祉向上をめざした
政治を作っていかねばなりませんし、女性の政治参画を高
めることは最重要な課題であると認識しています。働く者、
生活者の立場に立つ政治勢力の結集をともにめざして参り
ましょう。

会長　伊藤　裕一

新会長就任あいさつ
役 職 名 氏 名 構 成 組 織
会 長 伊　藤　裕　一 自 治 労 新
副 会 長 佐々木　　　正 Ｊ Ａ Ｍ 再

同 山　岸　伸　行 運 輸 労 連 再
同 佐　藤　茂　生 電 力 総 連 再
同 藤　本　　　誠 情 報 労 連 再
同 豊　嶋　昌　勝 自 動 車 総 連 再
同 山　田　清　秋 ＵＡゼンセン 再
同 佐　藤　　　工 岩 教 組 再
同 村　上　智加子 高 教 組 新
同 熊　谷　洋　一 Ｊ Ｐ 労 組 新
同 松　田　征　大 フ ー ド 連 合 新

事 務 局 長 鈴　木　　　圭 電 力 総 連 再
副事務局長 佐々木　正　人 ＵＡゼンセン 再

役 職 名 氏 　 　 　 名 部門連絡会（構成組織）
特別執行委員 鳥　居　さゆみ 金属（自動車総連）
特別執行委員 藤　井　美智子 金属（自動車総連）
特別執行委員 島　陰　光　絵 繊維食品一般（ＵＡゼンセン）

役 職 名 氏 名 地 域 協 議 会
特別執行委員 村　上　　　純 花巻北上地協（連合岩手）
特別執行委員 髙　橋　清　明 胆江地協（連合岩手）
特別執行委員 野　村　　　勉 一関地協（電機連合）
特別執行委員 紺　野　千鶴子 気仙地協（連合岩手）

役 職 名 氏 名 構 成 組 織
オ ル ガ ナ イ ザ ー 村　上　貴　亮 ＵＡゼンセン

役 職 名 氏 　 　 名 構 成 組 織 在　任　期　間

会 長 佐々木　秀　市 高 教 組 2021 年   ６月～ 2023 年 10 月
（副会長 2020年4月～2021年6月）

副 会 長 髙　木　　　晋 Ｊ Ｐ 労 組 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
副 会 長 芳　賀　正　喜 フ ー ド 連 合 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
副事務局長 小　菅　孝　広 自 動 車 総 連 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月
会 計 監 査 舟　野　彰　仁 労 金 労 組 2020 年 11 月～ 2023 年 10 月
会 計 監 査 高　島　光　洋 労 済 労 組 2021 年 10 月～ 2023 年 10 月

　����ʙ����೥౓　࿈߹ؠख役員ମ੍

　ಛผࣥߦҕ員ʢঁੑ࿮ʣ

　ಛผࣥߦҕ員ʢ஍ࣄڠ຿ہ௕ʣ

　ΦϧΨφΠβʔ�ʢ����ʙ����೥౓ʣ

　退任された役員　退任された役員

役 職 名 氏 名 構 成 組 織
副事務局長 今　野　善　文 自 治 労 再
執 行 委 員 岡　田　直　樹 電 機 連 合 再

同 浅　沼　宏　優 Ｊ Ｒ 総 連 再
同 大　坪　勝　利 私鉄複合産別労連 再
同 佐　藤　　　翔 基 幹 労 連 再
同 大　坪　　　誠 国 公 総 連 再
同 古　坐　和　幸 Ｊ Ｅ Ｃ 連 合 再
同 工　藤　和　男 交 通 労 連 再
同 日　蔭　丈　朗 自 治 労 新
同 松　田　素　子 女 性 委 員 会 再
同 佐々木　智　香 青 年 委 員 会 再

会 計 監 査 小　山　信　吾 全 国 ガ ス 再
同 菅　野　遼　亮 労 金 労 組 新

役 職 名 氏 　 　 　 名 部門連絡会（構成組織）
特別執行委員 小　岩　久美子 交通運輸（私鉄複合産別労連）
特別執行委員 酒　井　裕　美 情報流通サービス（情報労連）
特別執行委員 加賀谷　真紀子 官公（高教組）

役 職 名 氏 名 地 域 協 議 会
特別執行委員 菊　池　利　行 釜石・遠野地協（連合岩手）
特別執行委員 伊　東　喜　幸 宮古地協（連合岩手）
特別執行委員 坂　本　敏　美 県北地協（UA ゼンセン）

注）オルガナイザー…連合岩手の組織拡大の業務を専任で行う者
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連合岩手2024年 新春旗開きのお知らせ

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　連合岩手は、10 月 25 日ʢ水ʣサンセール੝Ԭにおいて第 36 回定期大会を開催しました。
　大会議長ஂに自動ं総連・۽୩݈代議員、高ڭ組・∁ٱًڮ代議員を選出した後、ࣥ行෦を代表してࠤ々
໦लࢢ会長があいさつ、「連合岩手がめざす、働くことを軸とする安心社会の実現のためには、平和 ･ 人
権 ･ 民主主義を基盤にした労働運動の展開とともに、労働者 ･ 生活者の立場に立った政策制度実現のため
の政治的活動を連合運動の両輪として進めていかねばなりません。働くことへの価値を高め、労働者 ･ 生
活者の福祉向上をめざした政治を作っていかねばなりませんし、女性の政治参画を高めることは最重要課
題であると認識しています。働く者、生活者の立場に立つ政治勢力の結集をともにめざして参りましょう。」
とૌえました。
　また、来ෂとして、連合本෦・ 北໺ᚸ一෭事務ہ長、ୡ増୓໵岩手県஌事、内ؘໜ੝Ԭࢢ長ʢ代ཧɿ੺
。をいただきましたࡰ会長からごѫ޾෭会長、退職者連合・ືዳل金ా一จ・ڠ労働෦長ʣ、労福޻ᅳ඙঎ࡔ
　報ࠂ・議事では、2023 年度活動報ࠂ౳に続いて、第 1 ߸議Ҋ 2023 春季生活闘争౳のまとめ、第 2 ߸議
Ҋ 2024 ʙ 2025 年度運動方針౳がすべてঝ認されました。
　役員改選では、ҏ౻༟一会長をはじめとする新役員を選出し、退任役員ѫࡰ、大会アϐール、大会スロ
ーガンが࠾୒され、ҏ౻新会長による力強いஂ結ガンόロウで大会をดじました。

～仲間の輪を広げ　安心社会をめざす～

社会を新たなステージへ、ともに歩もう、ともに変えよう

議Ҋに対し 6 名の方からࢍ成の立場で補強する意見がड़べられました。
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高教組
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岩教組
઒村୅議員
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